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第 2 章ではアルコール水溶液の 3 成分系液々平衡データを報告すると共に，それらの系へのグルー
プ溶液モデルの適用性について検討した。グループ溶液モデルの液々平衡への適用例はほとんどなく，
また，このモデルを用いた 3 成分系液々平衡推算の利点は構成 2 成分系のデータを必要としない点に
ある。この研究ではメチレン基(メチル基)と水酸基より成る系の 3 成分系液々平衡の推算を試みた。
その結果，このモデルは液々平衡の推算に有効であることがわかった。
第 3 章では構成 2 成分系平衡関係より 3 成分系液々平衡関係の推算を試みるときに有用と考えられ
る一連の平衡データの集積を目的として，アセトニトリルを 1 成分として含む 2 種の 3 成分系 (nー
ヘキサン~エタノール~アセトニトリル，水~アセトニトリル~酢酸エチル系)を取り扱った口また，










は会合溶液論を用いた場合について また 第 2 章においてはグループ溶液論を用いた場合につい
ての結果を論じている。第 3 章においては今まで主として気液平衡関係の表現に用いられてきた諸式
による液々平衡関係の表現性を比較検討している。
これらの研究成果は，液々平衡関係について新しい知見を数多く与えており，化学工学の発展に寄
与するところが少なくない。よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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